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す影響について検討した。修学旅行を対象とした研究 4 では、高校生の well-
being は旅行前に比べて旅行中に高くなり、1 ヶ月後には元の状態に下がる傾向
が示された。また旅行中の拡大方略は、旅行中と旅行 1 ヶ月後の well-being に
対して正の影響があった。しかし、ジェネリックスキルは旅行前後における得
点に変化が見られず、セイバリング方略の影響も認められなかった。 













（visiting friends and relatives）群、日常余暇群の 3 群間の well-being を比較し
た。同時に、リカバリー経験とセイバリング方略の役割を検討した。分析の結





























































































びに eudaimonic well-being の観点において、多様な対象者、旅行形態にわたっ
9 
 
てその効果を着実に検証してきたことは、国内外の心理学、観光学双方における
貢献となっている。そのことは研究が当該分野におけるメジャーな世界的学術
誌に論文として掲載されていることからも示されている。 
 
 なお、本審査委員会は審査の過程で、本論文の完成度をさらに高めるために限
定的な修正（説明の明確化）を求め、申請者はこの要求にもとづく修正を行った。 
 
 本審査委員会は本論文を総合的に判断し、その価値、意義および課題について
検討した結果、本論文が期待される要求水準を十分に満たしたものであり、博士
学位の授与に値すると判断する。 
 
